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の賛同を得ながら一つ上のステップに上がっ
ていきたい」と締結後の意気込みを語った。

同式には、台北駐日経済文化代表処経
済部の張厚純部長や台湾貿易センター東
京事務所の呉俊澤所長らも出席し、締結
を祝った。

締結後の主な活動は、定期的な交流活動
をはじめ、花育の推進、異業種のタイアップ、
マーケット拡大に向けたＰＲ、さらには２国間
の友好発展に力を入れていく構え。

また西尾社長は、「日本ではどの種類の花
のニーズがあるか」との問いに対し、「熱帯植
物である小さい胡蝶蘭に需要があるのではな
いか」と答えた。さらに「大きい胡蝶蘭は結
婚式やお葬式のみの使用に限られるが、小さ
いのであれば一般家庭にも卸す事ができる」
とし、「今後は日本側のマーケットの情報を
知ってもらい、台湾側の生産者にも利益にな
るように協力していきたい」と語った。

日本切花輸出入協会と台湾区花き輸出業
同業公会は2月13日、都内ホテルで姉妹会
締結の調印式を行った。同式で日本切花輸
出入協会の西尾義彦会長と台湾区花き輸出
業同業公会の林欽勝理事長は覚書を取り交
わした。日本切花輸出入協会の海外会社と
の姉妹締結は初とみられる。

同締結は、両会協力のもと、日本と台湾
の花卉の発展に貢献する事を目的としたも
の。過去５年間、台湾から日本への花卉の
輸出量は３０％減少しているため、日本側の
ニーズを台湾側に発信するなど、両国の関係
を深め、お互いの利益を増やしていく方針だ。

同式で西尾会長は、「今後どのようにしたら
台湾から日本への輸出が上がるか、日本側も
一緒に勉強し、将来に結びつけたい。やり方
によってはまだまだ伸びる」とコメント。また林
理事長は、「台湾ブランドの花の知名度を更
に広げて日台の花卉の発展に努めたい。皆
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「台北ノート」 、豪華キャストで世界初公演

平田オリザ監督と台北を拠点とする「盗火
劇団」とのコラボレーション作品、「台北ノー
ト」が２月１５日、１６日の２日間に渡り、横
浜美術館で世界初演となる舞台を上演した。

「東京ノート」を代表作に持つ平田オリザ監
督が、一昨年に台北芸術祭に参加以降、交
流が深まり同舞台上演へと繋がった。今後、
台湾でも上演する予定だ。

同舞台は 「盗火劇団」によって制作され、
２５０人以上が応募したオーディションのな
かから実力派２０人がキャストとして選抜さ
れた。そのなかに映画主演女優や演劇界で
有名な俳優、さらに台湾映画「海角七號」で
主演した日本人の田中千絵さんも選ばれるな
ど、豪華メンバーとなっている。約２か月間
の練習期間中は、平田監督自ら台湾に住み
込み、台本の確認や稽古に付き添った。

同作品の舞台は近未来の美術館のロ

ビー。戦争から避難してきた
絵画を前に人々が繰り返す
断片的な会話から、現代社
会の問題や危機があぶり出さ
れる物語となっている。オー
バーに表現する一般的な演
劇とは違い、日常生活での自
然な様子が描写されているの
も魅力である。

１６日には、平田監督と台
北芸術祭のケン・イーウェイ
芸術監督のトークショーが
行われた。平田監督は、「良
い作品を作るのはもちろんの

事。私の方法論を海外の人にも理解して欲し
い。台湾の俳優の素晴らしさを日本人に伝え
たい。そして、『台北ノート』を中国語圏、あ
るいは世界中を回り、台湾の財産になるよう
な作品にしていきたい」と話した。またインタ
ビュー時には、「韓国はドラマ等がいま日本に
普及しているが、台湾人は演技レベルが高い
のに日本人は知らない。この作品を通じ
て日本人に知ってほしい、政治等は関係
なく、芸術作品で文化の交流をしてほし
い」と強調した。

なお、同舞台のプロデューサーは「盗
火劇団」の謝東寧芸術監督が務めた。
謝さんは、「文化交流の良い機会だった。
台湾人と日本人が一緒の舞台に立つ上
で、人も違えば、文化も違うので、大変
な部分も少々あった。秒数でカウントし
て動作を合わせる等、日本人の演技の

仕方を見て刺激になった。超大物俳優が勢揃
いした舞台なので、台湾で上演する時は一瞬
でチケットが売り切れてしまうだろう！」と裏エピ
ソードを交えながら想いを語った。

また、台北駐日経済文化代表処の謝長廷
代表、台湾文化センターの朱文清センター長、
台北駐日経済文化代表処横浜分処の粘信士処
長らも同舞台を鑑賞した。
「東京ノート」は現在、１５か国語に翻訳さ

れ世界各地で上映されるなど、世界でも話題
を呼んでいる舞台である。台湾をはじめ、今後
はアジアの国々と
コラボレーションし
た作品を制作し、 

「２０年の東京五
輪には、各国より
メンバーを集ってイ
ンターナショナル版
を制作したい」と平
田監督は意気込み
を語っていた。

台北ノートが上演 © 前澤秀登

盗火劇団らが記念撮影

平田オリザ監督

台北市にある台湾総督官邸の「台北賓
館」が、２月６日から１１日まで北海道札
幌市で開催した「第６８回さっぽろ雪まつ
り」に氷像としてお目見えした。

同氷像は、１９０１年に日本人設計者
によって建てられた「台北賓館」をモチー
フにしたもの。横幅１８メートル、奥行き
１６メートル、高さ１０メートルで、１本約
１３５キロの氷柱８００本あまりを組み合わ
せて作られ、今年の会場の氷像としては
最大規模だった。氷像製作は日本氷彫刻
会札幌支部の支部長らによって手掛けら
れ、約２５０人が参加、途中、大雪や大
雨等厳しい環境に見舞われたが、２週間
余りで完成に至った。彫刻により、建物の
細かい部分まで再現さ
れ、昼間は太陽の下
で氷が透き通り青く光
り、夜はライトアップに
より幻想的に見える作
品だ。

初日には台北賓館
氷像前で開幕式が行
わ れ、 台 北 経 済 文
化代表処の謝長廷代
表、駐日代表処札幌
分処の陳桎宏処長、
北海道日台親善協会
連合会の加藤礼一会

長、札幌市の町田隆敏副市長、毎日新
聞社の丸山昌弘社長らが参加し、テープ
カットを行った。謝代表は、「台湾の文化
や国家古跡とも言える台北賓館を世界の
観光客に見て頂きたい。また、これから
台湾ではランタン祭りが始まるので、この
氷像をきっかけに台湾に興味を持って、
ぜひ台湾を訪れてほしい。北の北海道と
南の台湾の交流が深まる事を期待してい
る」とコメントした。

なお、台北賓館は、東西の建築様式を
融合した建物であり、台湾の国家古跡に
指定されている。現在は台湾の国家招待所

「迎賓館」として使用され、年に数回一般
公開もされている。

「台北賓館」が最大級の氷像
札 幌 雪 祭りに 登 場！

台北賓館の氷像

姉妹締結で花卉輸入の活性化に拍車

WEBでも二ユ一ス記事が読めます
http://blog.taiwannews.jp/
WEBでも二ユ一ス記事が読めます
http://blog.taiwannews.jp/
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茨城県知事に本紙社主が表敬訪問

台湾新聞社 ( 錢妙玲社主 ) は２月２０日、
茨城県庁を訪れ橋本昌知事を表敬訪問し
た。茨城県と台湾の交流促進に向け会談し
た。

橋本知事は、昨年３月に就航した台湾の
格安航空会社（LCC）・Ｖエアの茨城－台北
便が約半年で運航を停止した事に言及し「乗
客数は多かったにも関わらず、V エアが運航
停止した事はとても残念だった。現在、他社
でチャーター便の復活を予定している」と述
べ、茨城空港の活性化に向けた施策の一つ
として、台湾との交流促進に意欲を示した。

同県空港対策課による
と、５月初旬（４日と７
日）に遠東航空での茨
城―台北便のチャー
ターを検討している
が、それ以降は未定と
いう。橋本知事は「単
発ではなく、持続的に
台湾との航空便を就航
したい」と台湾向けの
運航に期待感を寄せ
た。

これに対し錢社主
は、自身が熊本電鉄
の顧問として、熊本と

台湾との観光や経済交流促進を実現させた
実績を踏まえ、「熊本もチャーター便から始ま
り、現在ではチャイナエアラインで定期便が
就航するまでになった。茨城でもこれは可能
だと思う。今後、台湾で茨城の存在をさらに
認識して頂けるよう、PR 活動など、様々な
面でバックアップさせていただければ」と述べ
た。さらに、今年の７月７日から９日まで上
野公園で実施する「日本台湾祭り２０１７」も
紹介し、茨城からの出展など協力を求めた。
橋本知事も「茨城県の関係する市ベースでの
ブース出展を含め、県として対応策を検討し

たい」と意欲を示した。
また、橋本知事は、茨城県は技術研究

の最先端であるとし、つくば市の約２３万
の人口のうち、約２万人が研究者である事
を強調し、今後、台湾と茨城間の研究者
や企業間での交流の可能性にも言及。「台
湾新竹市とは所縁が深い。技術者は筑波
大学の卒業生が多い。交流をさらに発展
させたい」と強調した。

なお、錢社長一行は同県の山口やちゑ
副知事も同時に表敬訪問し、親交を深め
た。山口副知事は、台湾は女性が働きや
すい環境である事などにも関心がある事を
話したほか、台湾に訪れた際の思い出など
も披露し、「今後も台湾と様 な々形で繋がっ
て行きたい」と述べた。

茨城県の橋本昌知事（左）と台湾新聞社の錢妙玲社主（右）

会談の様子

挨拶する大江会長

蔡英文総統が昨年５月２０日、中華民国
の総統就任時と同時に僑務委員会の新委
員長に呉新興氏が就任した。台湾新聞はこ
のほど、新委員長の呉委員長に独占インタ
ビューを行い、今後の僑務委員会についての
想いや政策について聞いた。

呉委員長は、政権交代後の僑務委員会の
仕事内容の変化や改良した部分について「政
権が交代したとしても『全世界の華僑を守る』
とする基本理念は最も大事な仕事であり、こ
れからも明確な目標だ。蔡総統からも強調さ
れており、さらに華僑を配慮するように指示
された」と述べた。現在、委員長就任後約
八か月が経過したが、この基本的な仕事に
加え、新しい政策を推進しているとし、二つ
を例に挙げた。

一つ目は、台湾の学生をグローバルな若
者にする事。台湾の学生が海外で勉強や業
務に従事して欲しいとする考えの下に、これ

ホ ス ピタリ ティとフ ード
サービスの商 談 専 門 展 示会

「HCJ2017」が２月２１日から２月
２４日まで東京ビックサイトで開
催され、台湾から「SEF TECH」、

「 M O S A  I N D U S T R I A L 
CORPORATION」、「Taiwan 
HORECA」など５社が出展し
た。
「SEF TECH」（羅漢清社長＝

以下：IH）は業務用電磁調理器
のメーカーで、出展は今回で１８
回目を数える。羅社長によると、
２０１５年との対比で２０１６年の自社売上
げは３０％減少したという。日本での IH の
普及率は現在、わずか１０％程度にとどまっ
ているが、日本での普及率増の目的と同時
に、マーケティング戦略として今後は OEM
の生産販売の拡大、事業を東南アジア市場
にもシフトしていく、としている。「世界的に
有名な同展示会は、多数の東南アジア企業
からの視察、来展があるため出展の目的も
ここにある」（羅社長）とし、また「日本の技
術や設備は世界での認知度が高く、日本シェ
ア No. 1になれば世界に通用し、自分の製
品に誇りを持って販売できるため、今後も同
展示会に参加し、自社製品をアピールしてい
きたい」とした。なお、同社の初出展当時は、
日本ブランドを売り出したい企業が多数を占
めていた事由により、代理店となってくれる

には各国の華僑の力が必要だとした。「台湾
留学生が海外に趣いた際の仕事の提供及び
ホストファミリーとして受け入れて欲しい。ま
た、万が一留学生に予期せぬ事象が起きた
り苦境に陥ったりした際、華僑界の力で支援
して欲しい」と各国の華僑は政府と一体となっ
てこの政策促進をするよう訴えた。

二つ目は「新南向政策」。東南アジア地域
に力を入れていく蔡総統の政策の下、僑務
委員会として東南アジアの僑生（華僑の親か
ら生まれた子）が台湾の大学に留学を促す様
に、生徒募集に力を入れる施策を打ち出した。
さらに４年後には、僑生の生徒数を現行の２
倍から３倍に増やす計画も目論んでいる。呉
会長は、台湾の学生と僑生が今後一体とな
り、密接な関係になる事がこれからの課題で
あると強調した。

一方、「日本在住の華僑も台湾にとって重
要なキーとなっている」と呉委員長は言う。そ
の上で呉委員長は、日本の華僑が台湾へ戻
り投資や起業に対する期待感を示した。「良
い投資環境や投資機会を考察するために台
湾に来て欲しい。困った事があったら僑務委
員会に連絡してくれたら必ず力になる。これ
は全世界共通である」（呉委員長）。

また呉委員長は、日本の華僑が日本の経
済、社会、文化面での発展に貢献できるよ
う応援したいと話した。

なお最後に、日本と台湾の関係は「ご近所」
であるとし、「今後さらに両国の関係が密接に
なって、多くの日本人が台湾に観光や旅行に
来て欲しい」と語った。

企業はいなかったが、現在では「中部コーポ
レーション」や「北沢産業株式会社」等の大
手の代理店を構え、さらにOEM 生産も行っ
ている。 

一方、「 M O S A  I N D U S T R I A L  
CORPORATION」は家庭用炭酸水製造機
のメーカーで今回は２回目の出展。目的は
代理店探しだ。同社陳鴻銀本部長によると、
自社製品は欧州欧米で６０〜７０％のシェア
率を誇るのに対し、日本には未だ代理店が
ない。現在、日本家庭での普及率はまだ低
いが、先進国のため、今後マーケット拡大
として需要が見込めると見ている。日本では
現在、家庭でお酒を割るのに炭酸水を利用
する頻度が高く、さらに CO2等の炭酸水ス
キンケア商品に注目が集まっている事を理
由に、炭酸水製造器の日本市場は今後拡大
していく推察している。なお、同社のカート
リッジはすでに日本アマゾンで購入が可能
だ。

HCJとは、「国際ホテル・レストラン・ショー
（Hoteres japan）」、「フード・ケータリン
グショー（Caterex japan）」、「厨房設備機
器 展（Japan food service equipment 
show）」の３つの合同展示会であり、毎年２
月に開催されている。

僑務委員会の呉新興委員長

僑務委員長が二つの
新たな政策に言及

〜本紙独占インタビュー〜

IH 企業、日本市場か
ら東南アジアへ

日本の華僑に台湾投資期待

炭酸水製造メーカー、日本市場開拓

日台経済文化交流協会は２月８日、ホテル
モントレ横浜で新年会を開催した。同会には、
台北駐日経済文化代表処横浜分処の粘信士
処長、横浜華僑総会の羅鴻健会長、横浜
市経済局の林琢巳局長、三井不動産横浜
支店の徳川浩一支店長らが来賓として参加。
旧暦の新年を祝した。

会は両国の国家斉唱から始まり、歓談とな
り、途中にはゲームも行われるなど豊富な内
容だった。参加者同士、国に関係なく充分
な交流を満喫していた。

式の冒頭、主催者の上村直子会長は、「今
日は台湾からのお客様も来て頂いたので、今
回は難しい事はなく、おいしい料理と会話で
過ごして、皆さん楽しんでいってほしい」と挨
拶した。また、同会名誉顧問でもある粘処
長は、「今年はたくさん良い事があった。１月
１日より対台湾窓口機関の名前が『日本台湾
交流協会』と改称され、これは日本と台湾に
とって大事な一歩である。もう一つ良いニュー
スは、卓球の福原選手が2月、台湾の江選

手とディズニーランドで結
婚式を挙げた。これは愛
情の力であって、政治の
力をはるかに超えたもの。
さらに昨年台湾から訪日
した数は４００万人を超
え、台湾観光客は日本
で５２６０億円消費して日
本の経済に貢献した」と、
近状報告を交えて新年を
祝した。

なお、今年は４人の台
湾人留学生も同会に参加
し、参加者と交流を図っ
た。留学生の黄さんは、「初めてこういう会に
参加してとても楽しかった。皆が、何かしら
台湾に関係がある仕事をしたり、台湾に住ん
でいた人ばかりで、昔の台湾の話をしたりし
て親近感が湧いた」と、普段ではあまり経験
できないようなこの会に参加できた事が嬉し
いと話した。

また、中締めを務めた同会の岩間保博
副会長は、「台湾だけは好きになってほし
い。そういう人がこの会を応援してほしい。
国交ではなく、友好。人間と人間の付き
合いの会をこれからも作っていきたい」と同
会の思いを語った。

新 年 会で 日 台 友 好 交 流！

上村会長（右２）は参加した留学生らと記念撮影

SEF Tech 羅社長（左）・楊営業マネージャー

MOSA 炭酸水製造機紹介

一般社団法人「亜東親善協会」は２月２日、
都内ホテルで講演会及び新春互礼会を行っ
た。同会には、台北駐日経済文化代表処の
張仁久副代表、日本台湾交流協会の柿澤未
知総務部長、台北駐日経済文化代表処横
濱分処粘信士処長らが来賓として出席した。

冒頭、亜東親善協会の大江康宏会長は、
「『日台の交流、友好、親善を、何よりだ』
と思ってくれる方々がこの協会を支えてくれ
た」と来賓に対して感謝の意を表し、「これか
らの日本安全保障や国益を守るためには、
台湾の存在は必要不可欠である。台湾とこ
れからどうやって向き合っていくのかを、我々
自身がしっかり心の中に持ち、発信していか
なければならない」とコメントした。

来賓の張副代表は、「酉年は一般的には変

動の大きい年と
も言われている
が、運を取り込
むという縁起の
良い事もある。
いかなる挑戦も
屈する事なく、
堅実な道を進ん
でいきたい。そ
のためには日台
で手をがっちり
組んで、経済、
政治、文化面
での関係を発展
していきたい」と

今年の決意を述べた。柿澤総務部長は、「交
流協会は、もっと多くの人にこの組織や活動
を認知してもらい、一緒に日台の関係を作っ
ていく組織にならなければならない。そのた
めに名称変更が必要となった」と、先日「日
本台湾交流協会」に名称変更を行った事に
言及し、「ただ、名称変更は一つの形にすぎ
ず、もっと日台関係においてやらなければな
らない事はたくさんある。老舗にもう一回看
板を掛け直して気持ちを新たに取り組み、『老
店新開』の１年にしたい」と名称変更の思い
を語った。さらに、亜東親善協会の大江会
長に会の名称にも‘ 日本台湾 ’と入れて名称
変更する可能性があるか問うと、話しを濁す
場面もあった。

また、柿澤総務部長は、昨年、日台双方

の往来が６００万人を超えた事を取り上
げ、なかでも、若者の交流の活発化、自
治体の緊密な交流化に拍車がかかってい
ると話した。加えて、修学旅行先に台湾を
選択する日本の高等学校が軒並み増加し
ていると指摘。昨年一年間、台湾に訪問
した修学旅行生は３万６千人に達し、この
数は米国への修学旅行の総数を初めて上
回った、と説明した。こうした台湾の高校
生と交流した事実は、日台の関係において
非常に財産になると話した。一方、自治体
の交流については、昨年は１９人の知事が
台湾を訪問しており「緊密な地方自治体間
での交流を図っているのは台湾だけ」とし
た。

なお、 互礼会の前に行われた講演会で
は、元防衛事務の守屋武正次官が講師を
務め、「トランプ大統領と日米安全保障」を
演題に講演を行った。

亜 東 親 善 協 会、 交 流 協 会
名 称 変 更 で 気 持 ち を 新 た に

粘処長（右4）の乾杯の音頭
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大阪大学言語文化研究科、大阪大学外
国語学部、箕面市の三者が共同で主催する
公開プレゼンテーション「台湾の文化を知ろ
う！～阪大生が見た “ 生きた ” 学び」が２月
１１日、大阪府箕面市のコミュニティーセン
ター彩都の丘会館で開催された。同会では
大阪大学外国語学部で中国語を専攻する大
学生５人が台湾の風土や文化について発表
し、同大学の台湾人留学生をはじめ、当日

参加した一般市民との交流を深め
た。

大阪大学外国語学部では２０１５
年１０月より台湾研究講座（台湾
言語文化課程発展プロジェクト）
の運営が始まり、台湾語など台
湾に関する授業が多数開講され
るようになり、近年では中国語習
得のため台湾へ留学する者も増え
ている。同プロジェクトは台湾出
身の林初梅・大阪大学准教授が
研究代表者となって運営されており、

今回、公開プレゼンテーションで報告をした
５人の大学生はいずれも林准教授の学生た
ちである。その内の２人は4年生のときに台
湾へ留学した経験を持ち、今回の公開プレ
ゼンテーションでは、それぞれ「台湾人の自
画像を探る」や「台湾原住民族の創世神話と
絵本」というテーマを取り上げ、来場者の関
心を寄せた。残る３人は、共同発表という形
式を取り「日本のポップカルチャーと台湾」と

いう題で報告し、アニメ・音楽などの面から
日台両国のつながりを解説した。

同公開プレゼンテーションは二部構成で、
第一部はプレゼンテーション及び質疑応答、
第二部は懇談会であった。質疑応答の時間
では来場者から、学生たちの報告から沸い
た台湾への素朴な疑問や、専門的な内容ま
で多岐にわたる質問が次 と々飛び交い、学
生たちのみならず同大学の教員を巻き込んで
のディスカッションとなった。続く懇談会では、
学生たちの報告タイトル毎に仕切られたテー
ブルでグループ討論が行われ、来場者から
の熱心な質問に報告した学生と台湾人留学
生が受け答えしていた。

今回、プレゼンテーションを行った浦野晴
菜さんは「台湾の原住民の魅力を余さず伝え
られるようにプレゼンテーションを工夫した
事で市民の皆さんに興味を持っていただく事
ができ、非常に満足のいく講座となりました。
これからもまた機会があれば参加したいと思
います」と話していた。

大阪大学外国語学部×箕面市
～ 台 湾 の 文 化 を 伝 える 交 流 会 ～

大学生5人が台湾の風土や文化について発表

台北駐日経済文化代表処の謝長廷代表は
２月１５日、毎日新聞社本社で行われた「こ
ども新聞2016ふゆ号読者プレゼント贈呈
式」に出席し、台湾ペア往復券及び宿泊券
に当選した小学生とその母親の３組に賞品を
プレゼントした。

同式は、毎日新聞社の「こども新聞2016
ふゆ号」の紙面上で開催した「台湾のものし
りクイズ」で当選した小学生にプレゼントを贈
呈するもの。今回約３８００人の応募の中か
ら福村太郎くん、深澤里菜さん、鈴木祈莉
さんの３人が選ばれた。

贈呈品は台北駐日経済文化代表処の協力
によるもので、読者プレゼントでこのような豪
華なプレゼントは初めてとみられる。謝代表
は、会場で1組ずつプレゼントを贈呈し、当
選した小学生を祝した。なお、挨拶で謝代
表は「今回、このように皆さんのような若い

世代に台湾を知って頂
き、台湾の人たちと交
流する中で、台湾をさ
らに理解してほしい」と
コメント。さらにサプラ
イズプレゼントとして謝
代表は、小籠包の食
事券を贈呈し、「現物
は用意できなかったの
で今日は東京にある一
番美味しい小籠包の
食事券を持ってきた。
台湾に行く前に東京で
台湾を味わって、台湾に行ったら現地の味を
楽しんでほしい」と述べた。
「こども新聞」は2009年の創刊以来、年

に３回発行され、今回初めて海外旅行プレゼ
ントを実施した。毎日新聞社東京本社の武

田芳明代表は「今回とても反響が良かった。
今日本では台湾人気がすごく、次回も是非
台湾に関する読者プレゼントを実施したい」と
語った。

謝代表（右）と当選者ら記念撮影

今年で６回目となる台北律師公會と第二東
京弁護士会の交流会議及び晩餐会が２月２０
日、都内で開催された。台北律師公會から
は黃旭田常務理事、薛欽峰常務理事、范瑞
華常務理事らが出席、第二東京弁護士会か
らは早稲田祐美子会長、三宅弘前会長、加
城千波副会長らが出席した。台北律師公會
の張菊芳理事長は臨時会議のため、晩餐会
からの参加となった。

交流会議では、「法学教育」をテーマに、両
会の各代表者が発表を行った。台北律師公
會黃常務理事は、「台湾における法学教育の
過去、現在そして未来」をテーマに、最近２０
〜３０年の法学教育量的拡充と質的変化、学
士入学制度の推進と中断、弁護士試験と法
学教育との相互の影響について発表した。

第二東京弁護士会三宅前会長は、法学

教育の過去と未来について発表し、現行
の法曹養成制度の問題点と課題を話した。
なお、両会発表後は質疑応答も設けられ、
同会議は両国の法学教育をより一層理解
する機会となった。

黄常務理事は本紙のインタビューで、「国
と国の違いはあるが同じ弁護士として相似
している部分はたくさんある。このような交
流会にてお互いに比較し合うのも参考の価
値がある」と話した。

会議後は晩餐会も行われた。来賓とし
て、弁護士資格を持ち、司法官試験にも
合格している台北駐日経済文化代表処（以
下：代表処）の謝長廷代表が出席した。
挨拶では、「日本と台湾は密接な関係にあ
るが、それに伴い法律問題が生じている。
このため、このような１つの弁護士会の交
流は両国にとって意味のあるもの。代表処
とては両会の交流が頻繁に行って欲しい」
と述べた。

同会は２００９年６月に日台韓で行った「弁
護士制度国際検討会」により両会の接触が始
まり、２０１０年３月３１日国際交流協定を締
結。２０１１年１２月に東京で第１回交流会
を開催して以来今回で６回目の開催だった。

柳川市の観光大使に郭獻尹氏

台 北 律 師 公 會 と 第 二 東 京
弁 護 士 会 交 流 会 議 が 開 催

「やさしい日本語で外国からの観光客を迎え
よう」とのプロジェクトを進めている福岡県の柳
川市 ( 金子健次市長 ) は２月１３日、台湾の東
呉大学で日本語を教える郭獻尹氏を招き、同
市の観光大使に委嘱した。

日本へ訪れるインバウンド客は、昨年一年
間に２４００万人を超えた。初めての観光では
団体で来日して東京、京都、富士山など、ゴー
ルデンルートといわれる観光地を周遊する観光
客も、次の観光の機会では、家族連れや小グ
ループで地方の町を訪れる傾向にある。しかし
現状で、外国語を用いた「おもてなし環境」が
出来る地方の観光地は多くない。日本語を学
習する外国人の増加傾向に伴い、日本人と日
本語で会話したがっている外国人も数多く存在
する。観光客が複数回日本を訪れている事か
らも、特にアジア圏での日本語学習者が顕著で、

「やさしい日本語ツーリズム研究会 ( 座長：荒
川洋平東京外国語大学教授 )」では、外国人
をやさしい日本語でおもてなしする事を提唱して
いる。

この傾向にいち早く注目したのが柳川市。平
成２８年度に交付された内閣府地方創生加速
化交付金１５００万円を、地元の観光リーダー
の育成研修、市長を先頭としたプロモーション、
台湾での日本語普及状況の調査、外国人モ
ニターの招待そしてバッチの作成など、やさし
い日本語で外国人観光客をおもてなしするため
の様 な々活動を展開している。郭氏にこのほど
委嘱した観光大使の任命もこの活動の一環で、
台湾の大学で日本語を教え、Facebook で日
本語勉強会を主宰して５万人の会員を擁する
郭氏の持つ情報発信を活用し、柳川市は台湾

人観光客へのおもてなしを目論む。同時に
郭観光大使による日本語での市民との直接
対話などで交流促進に向けた助言などにも
期待する。

２０１５年に柳川市を訪れた外国人観光
客は約１５万人。このうち８万１千人が台湾
からの観光客でトップを占める。日本語普及
状況調査への協力や日本語指導など、郭氏
のこれまでの実績が観光大使に委嘱した要
因でもある。

一方、外国人観光客の増加に伴い、不
慣れな外国語で話しかけようとするとどうして
も尻込みしてしまうのが日本人の傾向。そこへ

「日本語でいいのです。しかも出来るだけシ
ンプルで分かりやすい日本語で」と呼びかけ
ているこのプロジェクトでは、市民の気持ち
をグッと楽にさせている、という。やさしい日
本語プロジェクトの狙いは着実に浸透し始め
ているようだ。「既に柳川市では５０人以上の
人がやさしい日本語でおもてなしをする事に
手を挙げており、準備が整いつつある」とや
さしい日本語ツーリズム研究会事務局長 ( 株
式会社電通 ) の吉開 章氏は説明する。

委嘱状交付で金子健次市長は「外国人観
光客を現在の１５万人から２０万人に増やし
たい。郭獻尹大使の情報発信力で台湾から
のお客様がさらに増えれば有り難い」と意欲
を示した。これに対し郭氏は「観光大使の委
嘱を受けて大変名誉に思っている。台湾に
戻ったら柳川の美しさ、素晴らしさを伝える
など、柳川と台湾の懸け橋になりたい」と挨
拶し、台中市に「柳川」という地域がある事
にちなみ「台中市と柳川市が姉妹都市になる
のも良いですね」というアイディアも飛び出し
た。

外国人観光客に左のバッチをつけてもらい、
右のバッチを付けた人が「やさしい日本語」

でおもてなしする

郭獻尹氏 ( 左 )と金子健次市長 ( 右 )

両会記念撮影

の貿易と友好関係に貢献する事を願う」と述
べた。

一方、台湾の水産業者らも、日本でのプ
ロモーション活動のために結成した「台湾訪
問団」が会場に足を運び、日本の SA 料理を
視察した。

なお、同大会は、中日本にあるSA のレス
トラン３５店舗が予選に参加し、試食審査を
勝ち抜いた１１店舗のみが決勝進出する。味、
品質、価格、独創性、こだわりを基準に５
人の審査員によってグランプリを決める催し。
今年は昨年に続きホテルニューオータニ高岡
の北陸自動車道有磯海 SA〔下り線〕がグラ
ンプリを連覇した。

高速道路会社のNEXCO 中日本が主催す
る「第９回 メニューコンテスト本選会」が２月
１９日、服部栄養専門学校で開催され、台
湾関西サービスエリア（以下：SA）の運営会
社、「新東陽」が特別参加した。毎年開催さ
れている同大会に台湾の SA が参加したのは
初めてである。

同大会のテーマは「地域の食材を使った
『自分へのご褒美になるプチ贅沢な逸品』」
で、新東陽は高級魚であるハタの一種、タ
マカイを使った「客家料理」を披露し、台湾
の食文化を日本に伝える事に努めた功績とし

て「食文化特別賞」が受賞された。
同大会中には、客家料理の実演、試食会

も同時進行され、ハタ料理に加えて、客家
料理では一般的な食材「芥菜（カラシナ）」を
使用した料理や豚足料理の定食、手作りの
パイナップルケーキが試食として提供された。
この定食は、同大会の参加に際して新東陽
の揚勝閔料理長らが特別に研究し、考案し
た定食メニューだという。今後は SA でも同
じメニューを販売していきたいと語った。

また、今回ハタを使用した客家料理に関
連し、服部栄養専門学校協力の下、ハタを

使用した和洋中、さらには鍋物も
客家料理と一緒に披露されるなど、
他国の食を味わい、異文化交流に
も繋がった。

同大会に来賓として台北駐日経
済文化代表処経済部の王清要副
参事官らが参加。王副参事官は
挨拶で、「ハタと台湾料理の融合を
皆に楽しんで欲しい。また、最近
は農林水産業においての日台関係
が緊密であり、台湾の水産業者が
日本で販売や開拓を通じて、日台新東陽の揚勝閔料理長（左）・羅懐文シェフ

審査の様子

台湾の新東陽がハタ料理披露で特別賞

謝代表、小学生に台湾往復チケット贈呈
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Information エンタメ／イベント／日台交流

　台湾映画「百日告別」の公開を記念し、オーバー
シーズ トラベルは現在、ツアー「トム・リン監督作
品ゆかりの地を巡る台湾４日間」を行っている。同
ツアーは同作品「百日告別」に加え、同じくトム・
リン監督の作品「九月に降る風」、「星空」のロケ地
である高雄、新竹、桃園、台北などを周るという
台湾映画好きやトム・リン監督ファンにとってはた
まらない３泊４日となっている。
　「百日告別」にゆかりの場所としては、主人公の
シンミンが一人で泊まった「高雄８５スカイタワー
ホテル」へ宿泊するほか、滞在した部屋から眺めた

「愛河」の観光などが含まれる。なお、同ツアー
の申込者には「百日告別」のオリジナルポストカー
ド、台湾観光局提供の悠遊カード（NT$５０チャー
ジ済）がプレゼントされる（数に限りあり）。申込み・
問い合わせは下記の連絡先まで。

問い合わせ↓
株式会社オーバーシーズ・トラベル　
Mail：tokyo@vacation-ota.co.jp　
Tel：03-3567-2245

（営業時間　9:30〜18:30• 土日祝休）

台湾ツアー「トム・リン監督作品ゆかりの地を巡る台湾４日間」実施中

百日告別ツアー
http://www.kokubetsu.com/0120_taiwan.pdf
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エドワード・ヤン
監督が１９９１年に
発表した最高傑作映
画「牯嶺街少年殺人
事件」が３月１１日よ
り２５年ぶりに日本公
開される。３時間５６
分の長編版だ。本作
品は BBC が１９９５
年に選出した「２１
世紀に残したい映画
１００本」に台湾映画
として唯一選出され、
２０１５年には釜山映
画祭が選出した「ア
ジア映画ベスト１００
本」の代７位に選出される等、映画史上に残る傑作とし
て評価され、これまで世界中のクリエーターや多くの映
画ファン達に熱狂的に支持されてきた。１９６０年代の
台湾を舞台に、実際に起きた事件に着想を得た本作品
は、少年少女の青春のきらめきと残酷さ、そして「時代
のうねり」を鮮烈な映像と秀逸な脚本で映し出し、さら
にはその背景の社会も透徹した視線で描き切った伝説
の映画である。３月１１日より角川シネマ有楽町、１８
日より全国順次ロードショー。
問い合わせ→ビターズ・エンド　Tel：03-3462-0345

台湾出身の歌手
寒雲さんのスプリング
ディナーライブ～春の
宴～が４月９日、石
川県加賀市のホテル
アローレ「瑞松」にて
行われる。共演は夏
輝レオンさん、ゆふき
れいさん。なお、ヴァ
イオリンは石井泉さ
ん、ギターは木村菜
緒さん、鍵盤ハーモ
ニカは天埜めぐみさ
んが担当する。ディ
ナーが１８：３０～、
ライブは１９：３０～。料金は￥１２０００で、宿泊付き
が￥１８０００（ディナー・飲み放題付き／税込・入浴
無料）となっている。当日は台湾の歌曲も披露予定だ。
寒雲さんは１９９２年に日本でデビューして以来、日本
各地でコンサートやディナーショーを開催している。「と
ても素敵なホテル・料理・温泉・そして華やかな舞台
を是非楽しんて頂きたいと思います」（寒雲さん）。

問い合わせ→ Tel: 090-9764-0555（寒雲）

台湾映画同好会主
催の台湾映画「練習曲」

（２００７年）の上映会
と、一青妙さんのトー
クショーが３月２４日、
日比谷コンベンション
ホールで開催される。
同映画は、聴覚障害の
ある青年が自転車で台
湾を一周するロードムー
ビー。日本での配給は
すでに終了している作
品のため、今回は特別
に上映の許可を取って
の大変貴重な上映とな
る。公開から１０年が経った今、日本において台湾に関
するキーワードの一つとして、台湾本島を一周する「環島」
が一般に浸透しつつあり、また、台湾では「自転車環島
ブーム」が巻き起こったほどだ。『練習曲』で描かれる台湾
各地の美しい風景を堪能した後は、一青妙さんを迎えて、
昨年台湾で開催された環島イベント「FORMOSA900」

（フォルモサ900）」で台湾一周をした時の話を伺い、自
転車による「環島」の魅力に迫る。参加費は１０００円。
事前申し込み制、定員２００名、自由席。
問い合わせ→台湾映画同好会
Mail : tw.films.2015@gmail.com

台湾人留学生張凱翔さんによる「東京」をテーマとし
た個展が３月６日から１２日まで新宿区の PLACE M
ギャラリーで開催される。個展に掲載する作品は、張
さんが日本に２年間暮らしている現在、東京で撮影し
たスナップ写真と張さん自身が想像している物語の組み
合わせから成っている。外国人の視点からどのように東
京を観察しているかを覗く事ができ、日本と台湾の文
化交流にも繋がるだろう。現在張さんは東京ビジュアル
アーツ専門学校で写真の勉強をしており、同展示会は
張さん自身の学校最後の集大成である。入場料無料、
開館時間１２：００〜１９：００。

問い合わせ→ Mail : ken0205@gmail.com

牯嶺街少年殺人事件、２５年ぶりに日本公開 台湾人留学生によるフォトギャラリー開催 寒雲さん、ライブ開催台湾映画上映会『練習曲』上映×一青妙さん環島トーク

「東京サーカス TokyoCircus」
張凱翔写真展

『牯嶺街（クーリンチェ）
少年殺人事件』

ⓒ1991Kailidoscope
寒雲さんのコンサート開催

台湾映画「練習曲」上映
ⓒ奇霏影視製作有限公司

店内の壁貼り
やメニュー表作
り、さらにはテー
ブル作り等、全
てが手作りででき
ているのもこのお
店の特徴である。
食材等も黄店長
の家族に台湾か
ら送ってもらう等、台湾テイストを演出するこだわり様だ。

取材した日はオープン間もない１週間後だったが、テ
イクアウトする近所のお客が数人見られた。すでにリピー
ターもいるとの事。閉店時間は夜の８時だが、もっと長
く営業してほしいとの声も多数あるという。

岩本オーナーは「このお店がオープンできたのは偶然
が重なった。趣味の延長線でオープンできて本当に嬉し
い。お店の雰囲気は台湾の家庭料理をコンセプトにして
いるが、蓋を開けると点心料理であり、両方を皆に味わっ
て欲しい」という。

また、台湾料理以外にもお菓子作りが大好きな黄店
長は、今後はお菓子のレパートリーも増やしていくとの事。

今後はお客からのニーズにも応じながらメニューを増
やす等、地域密着型のお店を目指し、「将来は２号店３
号店を増やしていきたい」と意気込みを語った。

台湾料理が日本で注目を浴びている昨今、２月７日、
台湾点心カフェ「天心屋」が都内大田区にオープンし
た。大森駅から少し離れた住宅街に位置するこじんま
りとしたお店だ。都内にある一般的な台湾料理店舗の
外観とは異なり、アットホームで台湾を匂わせる外観と
なっている。場所が住宅街という事もあり、近隣のファ
ミリー層や主婦を主なターゲットにしているという。
「天心屋」は、日本人の岩本哲人オーナーと台湾人

の黄淑眞店長が共同で開いたお店だ。日本人と台湾
人が一緒にお店を開くという事は実に珍しい。２人が
出会ったのは今から２０年以上前の事。当時日本の旅
行会社で勤務していた岩本オーナーと台湾の旅行会社
で勤務していた黄店長は取引関係にあった。岩本オー
ナーは仕事上台湾に行く機会も多かった。一方黄店
長は、日本に興味を持ち、２０年前に日本に留学した
後そのまま日本で就職した。その間も２人の友情は続
き２０年を経て、定年退職した岩本オーナーと生活に
余裕ができた黄オーナーは、共に「日本で何か台湾と
関係のある事ができないか」と考えた末、今回の天心
屋オープンへと結びついた。

物件を決めた後、およそ７か月間の試行錯誤を経て
お店が出来上がった。「大袈裟じゃなくて良い。小さな
お店だけど、台湾料理をたくさんの人に食べてもらって、
台湾を発信していきたい」（岩本オーナー）。

天心屋名物の水煎包

日台 の友 情 が 生 んだ「 天心 屋 」

万一の保障に + 介護障害特約  保険が登場しました。万一の保障に + 介護障害特約  保険が登場しました。
三井住友海上あいおい生命の介護障害特約三井住友海上あいおい生命の介護障害特約終身介護障害特約のお受け取り例

※詳しい内容は㈱リンクサポートグループ ( 本部 ) 担当者へお問い合わせ下さい

法人契約で全額損金！節税対策、退職金準備に最適！法人契約で全額損金！節税対策、退職金準備に最適！

第 1回目
介護障害
一時金
1,000 万円

第 1回目
介護障害
年金
250 万円

第 2回目
介護障害
年金
250 万円

第 3回目
介護障害
年金
250 万円

第 4回目
介護障害
年金
250 万円

第 5回目
介護障害
年金
250 万円

介護障害一時金4倍型の場合 (計 2,250万円 )
「年単位の応答日に、
お支払事由に該当している限り、
一生涯年金をお受取りいただけます」

公的介護保険制度に定める要介護２以上の状態に該当していると認定されたとき
「要介護２」食事や排泄に何らかの介助が必要。立ち上がりや歩行などに何らかの支えが必要。

お支払対象

65歳未満の被保険者について、約款所定の要介護状態が180日以上継続していることが医師によって診断されたとき。
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Digest News
— 1ヶ月の出来事をダイジェストで振り返ります

February 2017

台湾大手スマートフォン会社ＨＴＣで、
全球執行副総裁ジェイソン・マッケンジー
氏が１月３１日付で退社していた事がわ
かった。本人自身がツイッターで発表した。
マッケンジー氏はＨＴＣに入社以降米国事
業を１２年間携わり、１年前に副総裁に就
任したばかりだった。今回の退社について、
ＨＴＣ創業者である王雪紅会長と周永明現
社長に感謝を述べたほかは何も明らかにし
ていない。ＨＴＣではマッケンジーの退社

直前にも、ＶＲ用ヘッドマウントディスプ
レー「HTC Vive」のデザインを担当して
いたクラウド・ゼルウィガー設計総監が、
退職とアメリカ Google の Daydream 
VR チームに加わる事を自身のツイッター
で表明。次々に人材が退社していくなか、
ＨＴＣは未だ携帯生産を諦めておらず、今
年も新しい製品に力を入れていく模様。

Feb.2 HTC 副総裁辞任へ

日 本 各 地 の ラ ー メ ン が 楽 し め る
「２０１７日本ラーメン祭り」が台北市内
駐車場で３月５日まで１０日間開催した。

「一風堂」、「豚鶏ラーメン GYOKU（玉）」、
「博多新風」等の１０店が参加し、スープ
は日本から空輸して日本本場のラーメンテ
イストを提供。どの店も毎日１０００杯と
数量限定。前売り券１５０００枚は即完売

と絶大な人気。同祭りを企画した李彥甫理
事長は、「４、５年の努力を経て遂に日本
のラーメン祭りを台湾に持ってくる事がで
きた」とし、東京、北海道、福岡、神奈川
の必須ラーメン店を揃えているため、台湾
客には各地の味を楽しんで欲しいと語っ
た。

Feb.24 日本ラーメン祭り、台湾上陸
エバー航空は、今年の上半期をめどに、

現在運航しているハローキティ特別塗装
機のうち４機を順次引き上げると発表し
た。これに代わり、新しいサンリオキャラ
クターの塗装機４機が誕生する予定とし
た。同社によると、上半期に引き上げるの
は「マジックスター」、「アップル」、「アラウ
ンド・ザ・ワールド」、「スピードパフ」の
４機。悲しむファンも少なくないとみられ
る。昨年１１月に期間限定塗装機「ぐでた
ま」を運航したが、若者の心を掴んだもの
の、ハローキティほどの情熱はなかった。
今後、どのキャラクターが誕生するのか業

界やファンの中で注目が集まる。

Feb.4 エバー航空、新たなキャラクター導入

引き上げが決まった「マジックスター」

新北市立十三行博物館（以下：十三行）
は兵庫県立考古博物館と姉妹間提携及び学
術文化交流協定を結んだ。台湾の考古と先
住民の文化を世界に伝えていくためとして
いる。兵庫県立考古博物館は今年で１０周
年を迎え、これを機に今年７月、兵庫県立
考古博物館で、台湾原住民とパイ湾族の

文化を紹介する特別展を開催する予定であ
る。新北市文化局によると、十三行は兵庫
県立考古博物館が開催する「全国古代体験
フェスティバル」に２０１２年より毎年参
加しており、それ以来、密接な交流が行わ
れていた。同締結で資源の分かち合いと交
流をさらに進めていくという。

Feb.9 十三行、兵庫県立考古博物館と姉妹締結

行政院農業委員会は、公立動物収容所
での殺処分を全面的に廃止したと発表し
た。殺処分はアジア地域ではインドに次
いで２番目。公立動物収容所ではこれま
で、収容後１２日を過ぎても引き取り手が
見つからなかった場合、殺処分を行って
きた。同委員会の統計によると、１年間
の殺処分は最高で１０万件を超えた事も

あるという。以前台湾で公開された「十二
夜」という野良動物収容センターに関する
ドキュメンタリー映画が、社会的反響を呼
びついに同廃止へと繋がった。近年は動物
保護意識が高まり、この１０年間で譲渡率
が１３. ４５％から７４. ８６％に上昇し、
殺処分率は７４. ５７％から１２. ３８％
にまで下がっていた。

Feb.6 公立動物病院収容所で殺処分廃止

海外在住者向けオンラインコミュニ
ティー「InterNations」が発表した最新の

「生活の質の高い場所」で台湾がトップに
なった。この結果は、２位の空気や水がキ
レイな「オーストリア」、３位の交通面が
充実し、医療が水準より高い「日本」を破っ
ての快挙である。この調査は１７４カ国の
海外在住者１万４千人を対象に実施したも

の。調査中、９９％の人が台湾に対して安
全面で肯定的な見解を示したほか、９１％
の人が交通インフラについて満足と答え
た。また台湾の医療制度について「品質が
良く安価である事」が今回の１位へと繋
がった。なお、調査方法は交通利便性、個
人幸福度、安全面等に基づいて行われたも
の。 

Feb.1 生活の質高い国、台湾第１位

Feb.17「H５N６型」が流行
台湾全土で鳥インフルエンザ「H ５N ６

型」が流行。このため、農業委員会はニワ
トリ、アヒル、ガチョウ等の家禽類の移動
と屠殺の禁止を発表。違反した場合１０万
元の罰金となる。実施は２４日までの１週
間。１７日は朝から大量の家禽が屠殺場に
運び込まれた。同禁止令によりウイルスを
持った鳥の排除に成功。しかし、世界動物
衛生組織 OIE の定義により、少なくとも
３ヶ月ウイルス発見が出て初めて完全排除
となるため、現在は経過を見守る。「H ５
N ６型」は２月初旬より流行。高病原性鳥
インフルエンザウイルスで、鳥に対して毒

性は強いが、人への感染可能性は低い。東
部の花蓮県で台湾初感染が確認され、宜蘭
県、雲林県、嘉義県、台南市にまで被害が
広がったという。

農業委員会会見（写真提供：中央社）

６年もの間値上げを試みなかったコー
ヒーチェーンスターバックスがついに値上
げを開始した。２９品を対象に５元〜２０
元の値上げとなっており、社会的波紋を呼
んでいる。ショートサイズラテは、９５元
から１１０元と１６％増。運営元の統一星
巴克は値上げについて、材料価格の高騰や

人件費等の運営コスト考慮した上での調整
と説明。台湾メディアによると、世論では、

「値上がりしても買う人は買う」や「高すぎ
る、しばらく飲まないようにしよう」との
二手の意見に分かれているという。全店で
は最初の４日間、無料でサイズ変更サービ
スを行った。 

Feb.22 スタバ６年ぶりの値上げ

鴻海精密工業が高解像度の３D フ
ラッシュレーダー開発を手がける米企業

「TetraVue」が1000万米ドル資金調達の
出資に参加したと台湾メディアが伝えた。
TetraVue が開発した超高画質を造り出す
ソリッドステートフラッシュライダー技術
が自動運転車に応用するとされている。鴻

海は出資を通じて自動運転車事業を強める
方針。鴻海のほか、自動車部品・機械独大
手のボッシュのグループ会社、ロバート・
ボッシュ・ベンチャー・キャピタルや韓国・
サムスン電子傘下のサムスン・カタリスト・
ファンドなども出資したという。

Feb.17 鴻海精密工業自動運転車事業強化

Feb.26 二二八関連機密文書、全て公開へ
今年で７０周年を迎える二二八事件、

国家発展委員会檔案管理局（以下：檔案局）
が収蔵している二二八事件に関する資料を
全て公開した事を明らかにした。３月１日
からは内容分析や索引機能、デジタル化
を開始予定。今回公開された檔案局収蔵
の機密文書は４６１７件あり、公文書約
１３７万ページ分である。また、中華民国
僑務委員会から今年１月に移管された台湾

独立党や台湾独立派による華僑現状の資料
は、従来２０２０年１２月まで非公開とさ
れていたが、２月２４日に繰り上げて公開。
なお、同局によると、このほか別の８３機
関が９９万ページの政治文書が２０１６年
に同局への移管が決まっており、６月末に
は移管完了を目指している。（２月２７日
現在）

台湾で日本式の焼酎を広めるため「台湾
焼酎協会」が大武山酒造会社ら９社によっ
て立ち上げられ、台北市内で設立大会が開
かれた。会長には呉仁春董事長が就任。呉
董事長は自ら屏東市内にある埔郷の最大生
産地のしょうゆを焼酎製造に乗り出した経
験を基に、「台湾の農産物は焼酎製造の際、

本土焼酎として原料となる」と話した。成
立後は、消費拡大や製造技術の研修などを
協力して行う予定。呉董事長は、現代の消
費者は商品の健康等を意識するため、焼酎
は低カロリー低糖質のため太りにくく、二
日酔いにもなりにくいと推奨している。

Feb.16 台湾焼酎協会設立

高速道路で観光客を乗せたバスが横転
し、乗客ら３３人死亡１１人がけがをした。
事故の原因は運転手の過労運転により、ス
ピードの出し過ぎで曲がりきれずそのまま
転落したとみられる。台湾メディアによる

と、バスには乗客員４４人が乗っており、
多くは高齢者だったという。一行は、台中
市日帰り花見ツアーの帰り道で、現場付近
は急なカーブになっており、時速２０キロ
オーバーで走行していたとの事。

Feb.13 観光バス横転、３３人死亡

雲林県で開催している台湾ランタン
フェスティバルで、ランタンが燃えるとい
う事故が起こった。競技部門で出品されて
いた龍のランタンが静電気を原因とする火
災が発生、隣接していた別のランタンにも
延焼したとの事。けが人や死者は出ていな
い模様。雲林県の丁彥哲副県長によると、
現場にいた機動隊によって火は１分後に消
し止められた。消火後は通常通りフェス
ティバルを行った。同会場では９日もケー
ブルの接続ミスによって分電盤が燃える火
事が起こっている。また、同日夜には台座
が破損するという事故も起こった。どれも
けが人は出ていないものの、今年のランタ

ンフェスティバルはトラブル続きに見舞わ
れた。

Feb.12 雲林県ランタンフェスでトラブル続出

台湾ランタン祭り（写真提供：中央社）

Feb.23 新竹県と宮崎県が交流協定
新竹県は宮崎県と「友好都市交流協定」

を締結し、邱鏡淳県長が宮崎県庁を訪れ、
宮城県の河野俊嗣知事と協定書に調印し
た。同締結により、文化、観光、産業、教
育、スポーツ、農業等の方面で交流を行う
ほか、経済文化等の団体が双方往来するな
ど、さらなる交流に力を入れて行く方針。
邱県長は河野知事に「有您真好（あなたが
いてくれて良かった）」と文字入りの額を
贈った。宮崎県は6年連続で少年野球チー
ムを新竹に派遣するほか、宮崎県議会星原
透県議会議長が日台友好議員連盟会長とし
て訪問団を率いて国際交流を行うなど、こ
れまでも両県の交流は行われていた。邱県
長は今年8月に新竹市で行われるユニバー

シアード台北大会開催に際し、宮崎市の
KIRISHIMA サンマリンスタジアム宮崎
や KIRISHIMA 木の花ドームを視察した。

新竹市と宮崎県調印式
（写真提供：中央社）

台 北 に あ る
フ ラ ン ス 菓 子
店「Le Ruban 
Chocolat」が、２
月１日から５日ま
で東京国際フォー
ラムで開催中の

「S A L O N  D U 
CHOCOLATE
２０１７」に出展し
た。同イベントは
今年で１５回目で、台湾ブランド出店は今回が初めてである。  

今回の出店に当たり、Le Ruban Chocolat の李依錫シェ
フは、「チョコレートに対しての概念や考えが異なる世界各国
のシェフが集まる事で、台湾と世界のチョコレートの交流を深
められたら嬉しい」とコメント。

出店品目には６種類の個性的なチョコレートを準備した。なる
べく台湾に根ざしテイストのチョコレートを皆に味わってほしいとい
う李シェフの概念の下、台湾産のバラ、ライチ、ラズベリーが混ざっ
たテイストのチョコレートや、ウーロン茶、生姜、醤油、白胡麻、
さらには生のパクチーをテイストにしたチョコレートも販売。 

李シェフは、元 ２々０年間ケーキのパティシエの経験を持ち、
１０年前よりチョコレート作りを開始。現在台北にある2店舗
では、「フランス菓子に台湾の素材をうまく融合させているチョ
コレートが特徴」と地元でも有名で、台湾現地駐在の日本人
の客も多い。

なお、台湾では、リュウガン（龍眼）、ローズ、白胡麻味が
人気である。

台 湾 チョコレート
専 門 店 が 日本 初 出 展

販売した台湾テイストのチョコレート

かつては台湾経済を支え、「生命路線」と
呼ばれてきた旧東西ルート（南投県万代—
花蓮県銅門）の廃止が決まった。同路線は
１９５１年から５３年にかけて、中央山脈
を初めて越え、台湾の東西を結ぶ台湾電
力（以下：台電）の送電ルートとして完成。
全長は４６キロで６万９０００ボルトの送
電能力を持つ、史上最も賛嘆した言われる
路線だった。９８年には３４万５０００ボ
ルトの電力を届ける南投県大観と花蓮県鳳
林を結ぶ新東西ルートが完成したが、その
後も引き続き運用されていた。台電供電
の蕭勝任処長によると、旧東西ルートは
２０１５年に台風災害の影響を受け土砂崩
れが発生し被災。１６年には３つの台風が
相次いで襲撃した事により地形が変形、復

旧は困難としたため同ルートの廃止が決
まった。廃止後は、南投県側の一部は送電
設備としての機能が残されるほか、花蓮側
でも歴史的価値があるとして一部保存され
るとしている。

Feb.26 旧東西送電ルート、廃止

生命路線と言われた旧東西ルート
（写真提供：中央社）

★ ITI横浜研修生に密着！
ITIの日本語コースに所属する学生は、学習の集大成として日本の東京・横浜・福岡地区で約

３週間研修を行っています。今回は横浜地区で研修を行った李柔儀さんの１日に密着しました！

仏蘭西料亭 横濱元町霧笛楼

☆ ITI学生  　
    李柔儀さん

会議參加

ITIとは？

鈴木めぐみ
社長室室長
鈴木めぐみ
社長室室長

 ９ : ５０

 10 : 0０

李柔儀さん李柔儀さん
鈴木信晴
代表取締役
鈴木信晴
代表取締役

 13 : 0０

ITI（台湾貿易センター・国際企
業人材育成センター）は、２年間
で外国語と経営などを学ぶ人材育
成機関。入学時には日本語を一
から学ぶが、１年半学んだ来日時
には日常会話が可能で、卒業時
には日本語能力試験の N １に合
格する人が約７割。N ２に関して
は、１００パーセントの確率で合
格するという。英語も TOEIC901
点 ( 平均 ) の実力に加え、会計学、
国際マーケティング、国際商法な
ども履修しており、卒業後は台湾
のハイテク企業等に就職するとい
う実力を持つ。

午後はコック服に着
替えて厨房に入りま
す。料理長が丁寧に
指導。李さんはキャ
ベツのカットなどを任
されました。 別日に
は、カフェでの接客
やお菓子作り、また、
工 場での作 業など、
株式会社鈴音のお仕
事場を一通り経験し
ました。

横浜地区の ITI 研修生
が集まり自らの研修結果
を発表。李さんも流暢な
日本語で研修の成果を
伝えました。

李さんの研修受け入れ先は横浜の仏
蘭西料亭 横濱元町霧笛楼を運営して
いる株式会社鈴音。李さんの第一希
望の受け入れ先です。

この日は研修１日目。李さんは緑化フェアに向け
た新商品の開発会議に参加しました。食料品の
マーケティング業に興味を持つ李さんは真剣な
表情で会議に挑みました。「日本の企業の会議
に初めて参加したので緊張しました。台湾と違っ
て、会議の流れがスムーズで勉強になりました」

（李さん）。

横浜が作り上げてきた文化－西洋と
日本のおもてなしの精神をブレンドし
た「和魂洋才」をメーンコンセプト
とし、1981 年、横濱元町に開店。
大佛次郎の小説「霧笛」の舞台と
なった元町百段坂のふもとに立地す
ることから、店名を「霧笛楼（む
てきろう）」と命名された。外観は、
仏蘭西料亭の名にふさわしい洋館の
佇まい、開港後に賑わった港崎町
遊郭の料亭「岩亀楼（がんきろう）」
をイメージし、内装や調度品・器に
至るまで、異国情緒あふれる古き良
き横浜の世界観を再現するべく、こ
だわりの空間創りを追及している。

「３週間に及ぶ研
修の経験はとても素晴ら
しいものでした。将来の自

分の為になったと思います。ま
た、自分はやはり食品のマー
ケティングがやりたいと再認識
させられました。日本でも、
台湾でも活躍していきた
いです！」（李さん）
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台湾美術界の在野の旗手である故・張義
雄氏の画伯追悼展と、横浜市黄金町を拠点
とする黄金町エリアマネジメントセンターが
開催する展示会「made in koganecho」
が2月18日、虎ノ門の台湾文化センター
で同時に幕を開けた。「張義雄画伯追悼展」
は3月13日まで開催されており、「made in 
koganecho」は2月18日と19日の二日間の
開催だった。

初日の18日には両展のオープニングレセ
プションが開催され、台北駐日経済文化代
表処の郭仲煕副代表は、「張さんの時代から
芸術を通じての密接な日台交流が行われてお
り、時空を超えた今、黄金町では日台芸術
交流が盛んである。このように芸術を通した
日台交流が次の世代に引き継がれるのは非
常に喜ばしい事」と述べた。
「張義雄画伯追悼展」は昨年５月、１０２

歳で亡くなられた故・張義雄氏の作品展示
会であり、会場には遺作の中から、油彩３３

点、水彩・素画１２点
が展示されている。張さ
んの長女である鈴木静さ
んが「多くの人に父の作
品を見てほしい、この展
示会を機に日台交流が
深まってほしい」との想
いから同展へと繋がった。

「作品１点１点が父を
物語る人生であり、父そ
のものである」（鈴木静さ
ん）。

故人は生前、日本の
関西美術学院に通い、後に「日本美術家連
盟」の会員になる等、日本とゆかりがあった。
作品は独特であり、同展企画者である台湾
協会の森美根子理事は、「遺作を見る時、そ
の画面に漂う深い哀愁は、人間の愚かさと
哀しさと素晴らしさその総てを見つめ続けた
張義雄だからこそ表現し得たものといえる」と
語った。

また故人は日本だけではなく、台湾に欧州
文化を広めたいという気持ちから、長年パリ
に移り住み、アトリエも構えた。ピエロの絵
が多いのはそのためだという。さらに会場に
は、故人が後の９月２１日に蔡英文総統より
追贈された褒揚令も展示されている。

 
「made in koganecho」は、黄金町エリ

アマネジメントセンターのアーティストインレ
ジデンスプログラムに参加している日本人アー

ティストと台湾人アーティストの共同展示会で
ある。アーティストインレジデンスとは、黄金
町エリアで地域コミュニティとして制作、発表
を行っているもの。

今回参加した台湾人アーティストは、陶韡
さん、陳亭君さん、丁昶文さんの3人で、3
人ともに昨年4月より一年間のプログラムに
参加し、そのなかで同展示会にも出展した。

また、アーティストインレジデンスは台湾と
の関係が深く、一年間プログラムとは別に、
互いのアーティスト一人を１年間に一度交換
し、その地で三か月の間制作、発表をする「交
換プログラム」も実施しており、今年で4回目
だという。黄金町エリアマネジメントセンター
の山野真悟事務局長は、「今後は台湾で今回
のような共同提示会を開きたい」との意気込
みも語っている。

なお、隣接された故人の作品展示を見て
刺激になったという参加アーティストの陳さん
は、「今と違って張さんのあの時代の背景は厳
しく、作品を作るという事は決して簡単な事
ではなかったはず。同じ芸術家として本当に
尊敬する」と話した。

日本プロ野球チーム「埼玉西武ライオンズ」
のマスコットキャラクターである「レオ」と「ライ
ナ」がこのほど、特命観光大使（台湾担当部
長）に任命された。これに伴い２月１日、埼
玉県知事室で任命式が行われ、埼玉県の上
田清司知事よりレオとライナに任命書が交付
された。

台湾担当部長に任命されたレオは、「台湾

のライオンズファンからはい
つもエナジーを頂いていま
す。台湾担当部長として、
台湾からのお客さんに埼玉
県へ足を運んで頂けるよう、
アクロバットやパフォーマン
スの特技を生かして PRして
いきたいと思います」とコメン
ト。またライナは、「台湾担
当部長として、台湾の皆さん
とふれあいながら、女の子
目線で埼玉の観光地を元気
いっぱい PRしていきたいと
思います。ライナの誕生日の

５月初旬は秩父の芝桜がおススメ！」と早速
埼玉県観光地を PRした。

なお、西武ライオンズと台湾プロ野球チー
ム「統一ライオンズ」は交友関係にあり、昨
年夏には互いの地での友好記念試合の実施
や、統一ライオンズ選手が西武ライオンズの
キャンプに参加するなど、野球を通した日台
関係を促進している。さらにレオとライナは台

湾現地でも人気があり、今回の台湾担当部
長任命でさらなる友好関係を築いていく事に
期待が深まる。

なお現在埼玉県では、２０２０年までに外
国人観光客を年間１００万人誘致する事を
目標にしており、特に台湾に向けては、今年
度より埼玉県国際観光コンシェルジュを設置
し、台湾現地での観光情報の発信、教育旅
行の誘致活動、現地旅行者へのツアー企画、
販売の働き掛けを行っている。

大阪中華学校卒業生の同窓会の場にもなっ
ている。大阪に在住する華僑らも多く来場し
て頂いているし、浪速区の地域の皆様方にも
沢山来て頂いた。是非楽しんで頂きたい」と
し、来場者を歓迎した。

また、今年初めて同イベントに参加した呉
委員長は、「このようなイベントは台湾の華人
における新年の雰囲気を日本の社会にお伝え
する良い機会だと思う。国と国の文化交流は
意義がある。また、佛光山などのブースも設
けられていたが、このような台湾の宗教文化
を伝える事もとても大切であると感じた」と述
べた。

呉委員長は開会式後、１つ１つ各ブースに
挨拶に廻ったほか、獅子舞のパフォーマンス
の際は、獅子舞に紅包（赤い封筒に入った
お年玉の意）を渡すなど、大阪地区の華僑ら
を激励した。

台湾の旧正月を祝して行われる毎年の恒
例行事「台湾春節祭」が２月５日、大阪中華
学校で行われた。主催は中華民国留日大阪
中華総会。同イベントは今年で１７回目。会
場には生憎の雨にも関わらず、台湾の雰囲気
や美食を求めて多くの来場者で賑わった。

大阪中華学校の校庭で行われている同イ
ベントでは、円を書くように在日台湾華僑団
体や台湾料理店の露店が並んでおり、牛肉
麵、魯肉飯、蔥油餅、香腸、皮蛋、茶葉
蛋、肉粽、豆花など台湾に行かなければ食
べられないような料理が販売された。来場者
も、「毎年台湾グルメが食べられる事をとても
楽しみにして来ています」、「台湾で食べたよう
な本場の味の台湾料理が頂けるので、まる

で台湾に来たみたいで嬉しい」など、大満足
の様子が伺えた。

また、舞台上では台湾からやってきた伝統
雑技の団体パフォーマンスの他、獅子舞の練
り歩き、二胡演奏、民族舞踊披露などが行
われ、来場者は台湾文化への理解も深めた。

当日行われた開会式には、この日のために
台湾から来日していた台湾僑務委員会の呉
新興委員長のほか、主催者である中華民国
留日大阪中華総会の洪里勝信会長を始め、
台北駐大阪経済文化代表処の陳訓養処長、
台北駐日経済文化代表処（以下：代表処）

の張仁久副代表、同じく代
表処僑務部の王東生部長、
日本中華連合総会の毛友次
会長、大阪市浪速区の玉
置堅司区長など来賓が多数
出席し、紹興酒で鏡開きを
行い、春節を祝った。なお、
鏡開きに使用された紹興酒
は、振る舞い酒として無料
で配られた。

開会式に登壇し挨拶した
洪里会長は、「同イベントは
今年で１７回目で、今では

の同時翻訳が写し出されていた。
初日の MC で阿信は、「明日のライブま

でに僕たちMayday を見つけられたらご
飯を奢ってあげる」と大胆発言し、ファン
の期待を膨らませた。２日目の MC では、

「実は昨日、あるファンに見つかってしま
い、かつ丼を奢った。しかも一番高いや
つ」と話し、会場のファンを熱狂させる等、
MC 中のトークでも日本のファンとの交流
を図った。

さらに会場一体となってファンが熱唱し
たりジャンプをしたりする場面もあり、２度
目の武道館ライブは両日共に大成功だっ
た。

ライブを観たファンは、「前回も来たけ
ど、今回もすごく良かった。ファンになって
５年以上。彼らの日本語が本当に上手だ
から、日本語の曲もぐっと心にくる」（日本
人４０代女性）。「フィリピンから来ました。
フィリピンでは Mayday のコンサートをや
らないので、コンサートのためにこうして海
外に来るの」（フィリピン人２０代カップル）
と、日本人、台湾人だけではなく各国か
らMayday を観るために日本に足を運ん
だファンも多く、今後も日本でのコンサート
開催に期待が膨らむ。

故・張 義 雄 画 伯 追 悼 展
made in  koganecho 同時開催

故・張義雄氏の遺作

台湾人アーティスト、左から陶さん、
陳さん、丁さん

「レオ」 ・ 「ライナ」 が台湾担当部長に任命！

真剣に打ち合わせをするレオとライナ

台湾担当部長に任命！左から、ライナ、上田知事、レオ

伝統雑技の演目では福を撒く意味を込め飴を配った

獅子舞に紅包を渡す呉委員長

台湾の金曲獎（グラミー賞）で最優秀バン
ドを４度獲得するなど、アジア圏で絶大な人
気を誇る台湾の５人組ロックバンド・Mayday

（五月天）が２月３日、４日の２日間に渡り、
日本武道館で単独ライブを開催した。武道
館での公演は、２０１５年８月以来今回で
２回目の開催となった。同ライブのタイトルは

「Re：DNA ～2017 復刻版～」で、台湾
で２００９年に開催した「DNA」のライブ内
容に少しアレンジを加えながら再現したもの
だった。

台湾語で歌う「モーター・ロック / 軋
車」から始まり、１部の曲の内容は異なっ
たものの、両日ともにダブルアンコールを
含め２７曲を熱唱し、２日間で約２万人の
ファンを魅了した。日本語の曲も数曲披露
され、なかでも今年２月１日、日本限定盤
として発売したアルバム「自伝 History of 
Tomorrow」に収録されてある「Buzzin'」及
び「Song for you feat. Akihito Okano 
(PORNOGRAFFITTI)」は同ライブで初披露
となった。なお、「Song for you」の日本語
版作詞は、日本のロックバンド・ポルノグラフィ
ティの岡野昭仁が担当したが、２日目の公演
には岡野本人がステージにサプライズで登場。

「Song for you」を熱唱し、Mayday ボー
カルの阿信と奇跡のコラボレーションを実現
した。披露後岡野は、「めっちゃ
良い曲じゃん！」と絶賛し、「台
湾で会おう！」と再会の約束を
してステージを去っていった。

また、曲中のバックスクリー
ンには中国語の歌は日本語字
幕、日本語に吹き替えられた
歌はその日本語の意味の中国
語字幕をつける等、どの国の
ファンが見ても意味がわかるよ
うに工夫がされていた。なお、
MC 中は前回同様、大きなバッ
クスクリーンにメンバーの会話

M ayd ay  再び 武 道 館
ライブ で２万人 熱 狂

リオ五輪代表で卓球女子団体銅メダリス
トの福原愛選手と、台湾卓球の江宏傑選手
が２月５日、東京ディズニーリゾート内のディ
ズニーアンバサダーホテルにて結婚披露宴を
行った。二人は今年の元旦に、江選手故郷

の台北で既に披露宴を行っているが、今
回は日本での結婚披露宴となった。

福原選手は白いウエディングドレスを身
に着け、江選手と手を繋ぎながらバージン
ロードを歩いた。式の途中では、眠れる森
の美女の城をイメージデザインしたウェディ
ングケーキを、ミッキーミニーと４人で一緒
にケーキ入刀したり、結婚誓約書に新郎
新婦共に署名し、記念写真を行った。

二人はミッキーとミニーにも祝福され、
幸せいっぱいの様子だった。

披露宴後、二人は連名で「本日、無事
に日本での結婚披露宴を執り行うことがで
き、大変うれしく思っております。ありがと
うございました」とのコメントを発表した。

なお、福原選手は現在結婚生活を優先
するため、競技からは離れ、復帰時期に
ついてはまだ未定。

江選手はディズニーが大好きで、曾て二
人はデートでディズニーを訪れた事もあり、
更に江選手は福原選手にミニーのネックレ
スをプレゼントした事もあった。

福原愛結婚披露宴、
ミッキーミニーも祝福

ケーキカットの様子

Mayday ライブ２万人熱狂

岡野昭仁がサプライズゲストとして登場

時代を超えた日台交流プログラム

紹興酒で鏡開き！

まるで 台 湾！大 阪 中 華 学 校 で 春 節 祭 開 催



2017年３月６日発行（毎月第1月曜日発行）No:239 連載・書籍　7

第二十七回

台湾３大漁港とは、基隆、高雄、蘇澳と
言われている。基隆は戦前から日本との航路
であり有名。南の高雄も台北に並ぶ都市とし
て知られているが、東部の蘇澳については日
本人は知る人が少ない。現在、蘇澳には３
つの港がある。北方澳は戦前の日本統治時
代前は海賊の拠点だったが今は台湾海軍の
基地になっている。蘇澳港は戦後埋め立てら
れ貿易・商業港になった。南方澳は古くから
の漁港で日本人漁師が移住し台湾人に漁法
を教えた。今では港には漁船がぎっしり。鮪
や鮫の水揚げが多いという。港の前にある廟
は賑わい、土産物店が立ち並ぶ。南方澳は
別名「鯖魚之郷」と言われ、名産の鯖の缶
詰が山積みの店もある。土産物店の一角に、
骨董品屋があり、中に入ると、壁には一見
落書きのように文字が書かれている。石の階
段を上ると２階は南方澳の歴史を綴る写真が
展示されている資料室になっている。ここを
主宰するのは、1953年３月生まれの瘳大慶
さんだ。南方澳出身で文化歴史研究者の肩
書きを持つ瘳さんは郷土史家でもある。瘳さ

台湾といえばかき氷。でも寒い冬にかき
氷を食べる気にもならない ... だけどやっぱ
り食べたい！という人にオススメのかき氷を
ご紹介します。そのかき氷は、屏東県の潮
州鎮にある「冷熱冰」です。漢字だけ見ると、
冷たくて、熱い氷。意味がわからないです
よね（笑）
「冷熱冰」は潮州で発祥したかき氷です。

かき氷のトッピングといえば思いつくのはマ
ンゴーなどのフルーツですが、この「冷熱
冰」は氷自体がトッピングになっています！こ
れまた不思議な感じがしますが、実は下に
アツアツの芋頭（イモ）、花生（ピーナッツ）、
湯圓（白玉団子）、紅豆（あずき）などの具
材が入り、その上から冷たい氷をかけたか
き氷なのです！見た目はただのトッピングな

しのかき氷ですが、下からすくってみると沢
山の具材が出てくるという宝箱みたいなか
き氷なのです！味も優しい甘さでやみつきに
なっちゃいます！

アツアツの具材に氷がのせてあるならす
ぐ溶けるのでは？と思うのですが、なぜだ
かすぐには溶けないのも不思議ポイント。た
だ、絶対やってはならないのが、混ぜるこ
と！混ぜるとすぐに氷が溶けてしまうので要
注意です。

私は去年初めて「冷熱冰」を食べたので
すが、その美味しさに感動してからというも
のの色んな知人にオススメしています。今回
はこの場をお借りして、皆様にオススメさせ
ていただきました！

潮州は高雄からも比較的近いので、ぜひ

台湾南部へ行かれる際は寄ってみて下さい
ね！

んの父、心賀さん
は戦前、海軍横
須賀基地に勤め、
台湾に戻った後、
南方澳で船やエン
ジンの修理を始め
た。多忙を極め、
職人たちが集まっ
て来た。1962年
に工場を作り、三
剛鉄工廠と名付け
る。「三剛」とは３
人の「強い人」を
表す。「よく働いて
いた。職人たちは、
昼間は家族を養う

ために働き、夜（残業）は工場の発展のため
に働いた」と瘳さんはいう。母は経理の仕事
を手伝っていた。その頃の漁では、小さな漁
船が活躍し、工場もフル稼働。しかし1970
年代になると大型船が登場し、仕事量は徐々
に減ってくる。働きづめだった父は、工場を
作ってから10年後に亡くなった。瘳さんが
高校生の時だった。母は職人たちと工場を
続けた。

瘳さんは兵役では通信士の任務につき、
除隊後、シャンデリアの製造をする。1988
年、35歳の時に通信器機の販売を始めた。
母の工場の仕事は減り続け、2004年に閉
鎖になった。船を修理し続けていた父や職
人たちの姿を見ていた瘳さんは、南方澳の
漁港に人一倍思い入れがあった。「その頃の
漁船は漁法の機械化が進み、稚魚も獲って
しまっていた。このまま乱獲していていいの
か？」と思った。「南方澳の漁と自然を守るイ
ンストラクターになろう」と決心し、父と家族
が生きて来た南方澳の歴史と文化を記録に
残すための仕事を始めた。今、瘳さんがいる

この場所には元は父の工場があった。一階
が工場、２階は宿舎であった。工場閉鎖後に

「南方澳文史工作室 / 三剛鉄工廠文物館」
と命名し、一階は工場の機械の展示と物販、
２階は瘳さんの仕事場を兼ねた展示室にな
り、一時は三階でレストランも開いていたとい
う（今はやっていない）。先に一階は骨董品
屋と記したが実は工場跡で、壁の落書きは当
時の職人たちがスケジュールや作業ポイント
をチョークで記したものがそのまま残してあっ
たのだ。

瘳さんに案内してもらうと骨董品や「落書
き」の史料的価値が判って来た。２階には大
きなスクリーンがあり、そこで、南方澳の歴
史資料や写真が集められたデーターベース
を見せてくれた。南方澳漁港の写真も1920
年代、1930年代、1960年代と分類され、
1940年代のフォルダには太平洋戦争中、空
襲を受ける港の光景もあった。

南方澳は海産物が新鮮で豊富な上、安い
ということもあって、海鮮料理目当ての観光
客が訪れる。その観光客が土産物店を回り
がてら文史工作室にも入ってくるという。この
文史工作室にやってくるのは観光客だけでは
ない。引退して子や孫に船を譲った元漁師や、
南方澳の昔を知る古老もやって来て、瘳さん
と昔話にひたるという。２度目に私がお邪魔
した時、昭和５年７月生まれの黄春生さんが
来ていた。黄さんの父は南方築港の測量士
だったが、日本人漁師の船で修行し、南方
澳で台湾人漁師として初めて船を購入した。
黄さんは終戦後、沖縄との密貿易をやってい
たが、サンゴの採取と貿易で財を成した。蘇
澳沖でサンゴが取れたという。黄さんは「サ
ンゴの父」とも呼ばれている。翌日は黄さん
の自宅に行って自慢のサンゴを見せてもらう
ことに。箱入りの真っ赤なサンゴは500万元
だった。

冷たくて熱いかき氷って？

文：林 雅行（映画監督）

松田義人（deco／編集者・ライター）⑮

台湾は今、成熟した民主国家としての様相を国内
外に示している。私達はこの台湾をどう理解したら良
いのか。台湾に向き合い、理解しようとしても、日
本人の台湾に対する認識や台湾を見るまなざしは、
これまで世代や立場によって著しく異なっており、複
雑とも見られる。一体台湾人とは何なのか。

本書は、２０人の執筆者からの論文集である。三
部構成の論文１４篇とコラム６篇からなっている。第
二次世界大戦後の台湾が、これまで歩んできた道の
りを知ってもらう事を狙いとし、そのために様 な々角
度から執筆されており、台湾の現在のありのままの
姿を描写しているところに特徴がある。複雑な歴史
と民主化・本土化に起因するナショナルアイデンティ
ティのゆらぎ、エスニックグループや出生地、世代な
どを起因とする変化や価値観やイデオロギーなどの
過去。そして IT 大国として、新しい民主主義国家
としての変化する現在。見る角度によって様々に姿
を変える万「華」鏡のような「国家」の、過去と現在、

『交錯する台湾認識 ― 見え隠れする 「国家」と 「人びと」』

編者：陳來幸・北波道子
・岡野翔太
刊：勉誠出版
判型：A5判・並製
頁：208ページ
発売日：2017/1/11

そしてこれからの可能性を提示しているところも興味
深い。

本書を読み終えた時、これまで抱いていたいずれ
の論考も、台湾認識も、新たにする事が出来る一冊
といえる。

【編者・岡野翔太さんからのコメント】
この度、陳來幸・北波道子・拙編で勉誠出版よ

り『交錯する台湾認識―見え隠れする「国家」と「人
びと」』を刊行させて頂きました。私は神戸生まれの
在日台湾人2世で、今は大阪大学大学院に在籍し、
台湾問題及びに華僑華人研究に取り組んでいます。
本書は、少々堅い論文集ですが、「台湾人」とはどこ
からどこまでを指すのか、「中華民国」とは何なのか、
台湾を奇跡的な経済発展に導いた要因は何だった
のか。人、世代によって認識の異なる台湾を様 な々
角度から捉えました。是非、台湾に関心のある皆様
に手に取って頂ければ幸いです。

（文：You Li Xiang）

台湾新聞をご覧の皆様の中から抽選で3名様に本書「交錯する台湾認識」
をプレゼント致します！応募方法は、ハガキに応募券の切り抜きを貼り付け、
お名前、ご住所、お電話番号及び台湾新聞へのご意見ご感想を明記のうえ、
台湾新聞編集部までお送りください。当選のご連絡は発送をもって代えさ
せて頂きます（3月中に発送予定）。
締切り：3月20日（消印有効）
台湾新聞社編集部〒171-0021東京都豊島区西池袋4-19-4／ tel:03-5917-0045

読者プレゼント企画

台湾では中国語の他に、台湾語も広く使用され
ています。台湾特有の言葉を覚えて台湾への理
解を深めましょう！

～プロポーズ編～

※台湾語は地域により様々な言い回しがあります。
同コーナーでは一般的に良く使われる台湾語をカタカナで紹介しております。

蘇澳の瘳大慶さん

第三回

台湾在住20年写真家・熊谷俊之

毎年３月に屏東で行われている
「南島族群婚禮」を昨年「台灣原
住民族文化園區」で撮影してきまし
た。

この結婚式は、主に排灣族 , 魯
凱族の頭目貴族の儀式を踏襲した
内容になっていますが、原住民だ
けでなく、漢人、また外国人の参
加も大歓迎です。

結婚の予定がある方たちは忘れ
られない思い出に参加されてはいか
がですか？
撮影日時：2016年3月

原住民の結婚儀式

屏東

※本年より新たに写真で台湾を伝えるコーナー「Photo de TAIWAN」
が始まりました。台湾在住２０年の日本人写真家・熊谷さんの写真を
通じて、まだ知らない台湾を発見してみてください！

「台湾が好きだ」と友だちに言うと、アレコ
レ色んな事を尋ねられます。「どこが美味しい
の？」「マッサージどう？」から始まり、知って
いる限りの事をアレコレ答えると「いいなぁ。
でも、まだ子どもが小さいからしばらくは行
けそうにないなぁ」と言われます。僕は現在
４５歳ですが、だいたい僕の友だちは同じく
らいの世代かちょっと下の人たちなので、小
さなお子さんがいる事が多いのです。

しかし、そんなときは決まってこう言いま
す。「いや、小さいうちから台湾に連れていっ
てあげたほうがいい！」「英才教育としても
いい！」…これはノリで言っているわけでは
なくて、本当に僕はそう思うのです。

日本の国内旅行ももちろん良いですが、
同じか、場合によっては安く行ける事もあ
る台湾。特に都市部は交通網が発達して
いて子連れでも無理なく移動する事が出来
るでしょう。また、例えば夜市などには子
ども向けのゲーム屋台も沢山あり、家族全
員で楽しい時間を過ごす事が出来ます。

さらに衛生面も優れているので、小さな
お子さんの突然の病気の際にでも、都市部
であればまず大丈夫。日本と同等の診療を
受けられるはずです。言葉に関しても、日
本語を喋れる人が台湾には沢山いるし、あ
るいは言葉が通じなくても、台湾人の気質
に甘えさせてもらえば、まず大丈夫でしょう。

ちなみに、うちの長女は滞在中にうなぎ
の骨がのどに刺さり台北の病院へ、さらに
次女は滞在中に水疱瘡になりやはり台北
の病院へ、さらに僕も滞在中に高熱を出し
たり、耳にハエが入って出てこなくなったり

（本当の話）などで、何度も台湾国内の病院
にかかっていますが、まずこの程度の事なら
日本と大差がありません。病気のときは大変
ですが、後になってみれば、それもまた台湾
での良い思い出の一つになっています。

小さいお子さん連れでの台湾の楽しみ方は
さらに色 あ々ります。遊園地、DIY 体験（企
業などが子どもたちに自社製品の制作を体
験させるもの）、夏場なら海水浴、ノンビリ
楽しめる温泉や SPA など色 な々ものがありま
すが、特にお勧めなのが動物園。日本のよ
うに「動物を見に来たのか、人を見に来たの
かわからなくなる」といった混雑はあまりなく、
子どもと一緒にノンビリと動物を見学する事
が出来ます。

有名な台北市立動物園は、園内に遊園車
があり、小さなお子さんでも楽に移動する事
が出来ます。また、パンダからペンギン、コア
ラからフラミンゴまで沢山の動物を見学出来
るのも嬉しいです。

また、高雄にある寿山動物園は、台北市
立動物園ほどの充実はないものの、猿が放し
飼いされており、実際に触れ合う事が出来ま
す。ただし注意が必要なのは、この動物園の
猿は結構なスレッカラシで、小さい子どもの
手持ちの食べ物などを強奪する事もあるよう
です。僕は台湾人の女の子が実際に強奪さ
れる様子を目撃しましたが、食べ物を取られ
るのはまだ良いにしても、強奪の拍子に子ど
もが転んだりしたら大変。楽しい動物園です
が、親御さんは細心の注意をはらって見学す
べきです。

さて、こういった子ども向け施設に出向くだ
けでなく、何度も家族で台湾に遊びに行ってい
ると、嬉しい事がもうひとつ。馴染みになった
飲食店の店員さんなどが自分たち家族を覚えて
くれていて、子どもの成長を喜んでくれる事が
あります。子どもに対して「すっかり小姐（お姉
さん）になったわねー」なんて気さくに声をかけ
てもらうと、いかにも台湾らしいほっこりした気
持ちにさせられます。こういうふれ合いが出来
るのも家族での台湾旅行ならではと思います。

台湾こそ子連れ旅行がお勧め！！

遊園地から動物園、そして街
中でも子連れが楽しい

小さい子ども連れの旅
でもまず没問題な台湾

猿の強奪に要注意の高雄・寿山動物園の様子

氷の中にはアツアツの具材が！

南方澳の語り部〜蘇澳の　大慶さん廖

台湾新聞239号 読者プレゼント
台湾語：フー l ホー
日本語：はい
中国語： ハオ（好）

台湾語：チャーリーゲイホーワーフーボォ
日本語：結婚してくれませんか？
中国語：チンニージャーゲイウォー、 ハオブハオ（請你嫁給我、 好不好）

台湾語：ボアィ
日本語：嫌です
中国語：ブヤオ（不要）
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